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一
　
支
配
的
な
言
説
へ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー

　
今
な
ぜ
「
情
動
」
な
の
か
。「
情
動
」
お
よ
び
「
感
情
」
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
概
念
に
賭
け
ら

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。「
情
動
」
に
対
立
す
る
概
念
と
は
「
理
性
」、
あ
る
い
は
「
意
識
」
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
単
純
に
い
う
な
れ
ば
、
西
洋
近
代
の
学
問
は
理
性
や
意
識
を
中
心
に
物
事
を
語
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
客
体
と
な
る
対
象

を
理
性
的
、
ま
た
意
識
的
に
観
察
す
る
主
体
と
い
う
構
図
が
、
科
学
的
な
記
述
を
支
え
て
い
る
。

　「
情
動
」
と
は
、
理
性
を
中
心
と
し
、
あ
る
特
定
の
主
体
が
、
対
象
を
客
観
的
に
記
述
す
る
と
い
う
従
来
の
科
学
的
記
述
の
限
界
が
反

省
さ
れ
る
に
つ
れ
て
注
目
を
集
め
て
き
た
概
念
だ
。
私
た
ち
の
考
え
が
、
必
ず
し
も
透
明
な
理
性
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
は
、
日
常
的
な
動
作
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
空
腹
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
衰
え
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
よ
く
経
験
し
て
い
る
し
、
好
き
嫌
い
の
感
情
に
よ
っ
て
、
人
事
評
価
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
理
性
と

は
、
生
理
現
象
を
括
弧
に
入
れ
た
私
た
ち
の
意
識
の
働
き
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
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こ
の
よ
う
に
局
所
的
、
あ
る
い
は
限
定
的
な
理
性
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
現
象
や
事
象
を
、「
情
動
」
と
い
う
概
念
を
通
し
て
ま
な
ざ

そ
う
、
あ
る
い
は
触
知
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
書
の
目
標
で
あ
る
。
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
理
性
が
支
配
的
と
な
っ
て
い

る
言
説
に
対
す
る
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
（
代
替
と
な
る
物
語
）」
を
語
り
う
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
実
際
に
、「
情
動
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
理
性
の
外
側
の
領
域
に
関
心
を
向
け
、
従
来
の
規
範
に
は
回
収
さ
れ
ず
、
そ
れ
ま
で
に
名
指

し
え
な
か
っ
た
も
の
や
こ
と
を
焦
点
化
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
意
識
を
つ
か
さ
ど
る
中
枢
神
経
系
統
や
、
視
聴
覚
と
い
っ
た
支
配

的
な
感
覚
に
対
し
て
、
低
次
と
さ
れ
て
き
た
諸
感
覚
群
、
例
え
ば
、
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
等
も
含
め
た
五
感
の
総
合
的
な
働
き
へ
の
理
解

を
促
進
し
て
い
る
。

　
社
会
・
政
治
的
な
文
脈
に
お
い
て
も
、「
情
動
」
論
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
ク
ィ
ア
理
論
家
、
身

体
障
害
を
も
つ
活
動
家
、
そ
し
て
サ
バ
ル
タ
ン
の
人
々
等
、
と
き
に
（
白
人
）
男
性
中
心
主
義
的
な
理
性
の
外
部
に
放
逐
さ
れ
て
い
た

人
々
、
も
し
く
は
理
性
が
最
上
位
に
あ
る
階
層
秩
序
に
お
い
て
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
集
団
に
と
っ
て
、「
情
動
」
は
既
存
の
支

配
的
な
秩
序
に
対
抗
す
る
た
め
に
有
効
な
枠
組
み
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
。

　
例
え
ば
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
形
式
で
は
語
る
の
が
難
し
い
ト
ラ
ウ
マ
の
記
憶
や
身
体
的
経
験
を
「
聴
く
」
H
V
N
（�

e H
earing V

oice 

N
etw

ork, 1991

〜
）
の
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
や
、
狂
気
や
精
神
疾
患
と
の
結
合
に
よ
り
ロ
ゴ
ス
中
心
的
な
読
解
か
ら
疎
外
さ
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

化
・
人
種
化
・
階
級
化
さ
れ
た
劣
等
と
さ
れ
る
主
体
の
構
築
を
も
「
情
動
」
と
い
う
こ
と
ば
は
名
指
し
、
照
準
化
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で

い
る
。

　
以
上
を
や
や
抽
象
的
に
捉
え
直
す
な
ら
、「
情
動
」
は
、「
触
発
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
し
触
発
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
さ
れ
る
」
と
い
う
動
態
性
に

よ
り
、
主
体
と
客
体
、
あ
る
い
は
心
身
二
元
論
に
拘
束
さ
れ
た
静
態
的
な
秩
序
を
乗
り
越
え
て
、
非
―

二
元
論
的
な
語
り
、「
触
覚
／
触

感
（tactile

／haptics

）」
的
な
語
り
の
可
能
性
を
開
く
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
イ
ヴ
・
コ
ソ
フ
ス
キ
ー
・
セ
ジ
ウ

ィ
ッ
ク
が
、
非
―

二
元
論
的
な
思
考
や
教
育
技
法
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
J
・
L
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
「
遂
行
的
発
話
（per-
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form
ative utterance

）」
に
認
め
ら
れ
る
言
語
の
質
感
や
効
果
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
情
動
」
に
よ
っ
て
、
構
造
的
な
観
点
か
ら

は
指
示
し
え
な
い
遂パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ

行
的
な
言
説
の
繊
細
な
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
）

1
（う
。
ま
た
、「
情
動
」
の
動
態
性
か
ら
、
情
報
を

媒
介
す
る
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
直
接
性
あ
る
い
は
「
間
―

性
」
に
注
目
し
、
主
体
か
ら
分
離
し
た
客
体
を
め
ぐ
る
科
学
的
記
述
の
範
疇
で
は
理

解
し
が
た
い
、
今
日
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
群
衆
行
動
や
、
従
来
の
規
範
的
秩
序
か
ら
周
縁
化
さ
れ
て

き
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
異
種
混
合
的
な
移
民
の
声
の
多
様
性
を
も
、
議
論
の
遡
上
へ
と
す
く
い
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
情
動
」
論
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る
非
―

二
元
論
的
思
想
は
、
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
や
マ
ル

ク
ス
主
義
唯
物
論
の
潮
流
を
受
け
つ
ぎ
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
性
、「
触
覚
」
性
、
近
位
性
に
価
値
を
お
き
、
し
ば
し
ば
「
情
動
」
論
に
主

要
な
枠
組
み
を
提
供
し
て
き
た
。
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
本
書
の
第
8
章
で
論
じ
ら
れ
る
イ
タ
リ
ア
未
来
派
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
一
九
〇
九
年

「
未
来
派
宣
言
」
や
一
九
二
一
年
「
触
覚
主
義
」
も
、
二
元
論
的
思
考
法
を
脱
し
、「
情
動
」
に
あ
る
多
感
覚
性
（
マ
ル
チ
セ
ン
ソ
リ
ー
）
に

重
き
を
お
い
て
い
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
）
2
（イ
お
よ
び
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
）
3
（ー
等
の
理
論
家
も
、
西
洋
近
代
の

視
覚
中
心
主
義
を
批
判
す
る
文
脈
で
、
視
覚
以
外
の
感
覚
認
識
や
知
覚
の
身
体
性
に
価
値
を
み
い
だ
し
、「
情
動
」
論
へ
の
道
筋
を
切
り

ひ
ら
い
て
い
る
。

　
ま
た
近
年
多
く
提
出
さ
れ
て
い
る
「
転
回
（Turn

）」
論
者
の
な
か
で
も
、
感
覚
人
類
学
者
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ウ
）
4
（ズ

が
提
起
し
た

「
感
覚
論
的
転
回
（sensual

／sensorial turn

）」
や
、
ト
ラ
ウ
マ
の
臨
床
的
研
究
で
非
―

言
語
的
な
身
体
感
覚
に
注
意
を
向
け
る
「
身
体
論
的

転
回
（som

atic

／body

／corporeal turn

）」）
5
（

、
そ
し
て
サ
ラ
・
ア
ー
メ
ッ
ド
等
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
は
、
こ
れ
ま
で
正
統
的
な
美
学
が
超
越

的
な
経
験
を
感
知
す
る
機
能
を
も
つ
と
し
て
特
権
視
し
て
き
た
視
覚
や
聴
覚
で
は
な
く
、「
触
覚
」
の
よ
う
な
近
位
感
覚
に
も
と
づ
き
、

「
触
発
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
し
触
発
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
さ
れ
る
」
と
い
う
「
情
動
」
の
動
態
性
を
基
軸
に
、
文
化
的
認
識
論
を
再
検
討
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＆
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
、
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ま
た
、
彼
ら
の
思
考
を
承
け
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ
ロ
ス
が
展
開
し
て
い
る
非
―

人
間
的
経
験
を
重
視
す
る
哲
学
に
お
い
て
も
、
非
―

二
元

論
的
、「
触
覚
」
的
な
知
の
形
式
は
「
情
動
」
的
な
認
識
の
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
。

二
　
情
動
／
感
情
の
定
義
と
「
情
動
論
的
転
回
」

　
そ
も
そ
も
「
情
動
」
と
は
、
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
感
情
（em

otion

）」、「
気
持
ち
（feeling

）」、「
気
分
（m

ood

）」、「
情
緒
（sen-

tim
ent

）」
等
と
い
っ
た
関
連
す
る
用
語
と
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
巻
頭
の
マ
ッ
プ
2
に
あ
る
よ
う
に
、「
情
動
」

の
定
義
は
多
義
的
で
あ
り
、
研
究
者
や
学
問
分
野
に
お
い
て
異
な
る
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
心

理
学
で
は
「
感
情
」
と
「
情
動
」
は
区
別
さ
れ
る
。
遠
藤
（2013

）
は
「
情
動
」
を
「
特
異
な
主
観
的
情
感
、
生
理
的
変
化
、
表
出
的
特

徴
、
行
為
傾
向
と
い
っ
た
複
数
の
構
成
要
素
が
絡
み
合
い
な
が
ら
発
動
さ
れ
る
一
過
性
の
反
応
」
と
定
義
し
、「
感
情
」
を
「
情
動
」
の

上
位
概
念
に
お
い
）
6
（た
。
ま
た
、「
情
動
」
を
「
ア
フ
ェ
ク
ト
（affect

）」
と
み
な
し
、
快
・
不
快
と
い
っ
た
感
覚
経
験
を
含
む
生
理
反
応
と

し
て
名
指
す
傾
向
も
あ
）
7
（る
。

　
ほ
か
に
も
、
相
対
的
に
長
い
時
間
持
続
す
る
「
感
情
（em

otion

）」
と
「
情
念
（passion

）」
を
切
り
分
け
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
言
説
化

さ
れ
分
類
が
可
能
な
「
感
情
（em

otion

）」
と
区
別
し
、「
情
動
（affect

）」
を
、
強
度
を
帯
び
る
も
の
、
雰
囲
気
や
「
感
覚
（sensation

）」、

生
命
力
、
意
識
の
閾
値
下
に
あ
る
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
」
等
を
指
示
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
情
動
（affect

）」
と
は
、
個
々
の

人
間
の
身
体
の
な
か
に
は
収
め
ら
れ
な
い
間
―

主
体
的
な
身
体
経
験
と
し
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
テ
ク
ス
ト
・
言
語
を
扱
う
人
文
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
概
念
の
定
義
は
各
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
い
る
。
例
を

あ
げ
る
な
ら
、「
情
動
」
論
の
系
譜
と
し
て
導
入
さ
れ
る
ス
ピ
ノ
ザ
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
や
ガ
タ
リ
、
さ
ら
に
マ
ッ
ス
ミ
に
連
な
る
思
潮
は
、

「
ア
フ
ェ
ク
ト
（affect

）」
概
念
を
積
極
的
に
用
い
る
が
、
一
方
で
、
大
陸
哲
学
の
系
譜
で
は
、
デ
カ
ル
ト
の
「
情
念
（passion

）」
や
サ
ル
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三
　
本
書
の
構
成

　
本
書
で
は
、
現
代
社
会
の
わ
れ
わ
れ
の
生
に
決
定
的
な
要
素
と
も
い
え
る
「
情
動
」
を
多
面
的
に
把
握
す
る
た
め
、
そ
の
議
論
が
カ
ヴ

ァ
ー
す
る
広
大
な
学
問
領
域
へ
と
読
者
を
招
待
し
た
い
。
と
く
に
、「
情
動
」
論
が
近
年
顕
著
に
議
論
さ
れ
て
き
た
人
文
学
、
メ
デ
ィ
ア

文
化
論
、
発
達
心
理
学
お
よ
び
認
知
科
学
等
の
実
践
論
の
領
域
に
お
い
て
、
従
来
の
図
式
を
再
検
討
し
な
が
ら
概
念
の
変
遷
を
跡
づ
け
、

そ
の
多
元
的
前
線
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
第
Ⅰ
部
「「
情
動
」
の
基
礎
理
論
」
で
は
、「
情
動
」
の
理
論
的
基
盤
の
見
取
り
図
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
第
1

章
で
は
、
長
滝
が
、
現
象
学
や
ギ
ブ
ソ
ン
の
身
体
論
・
知
覚
論
、
感
情
心
理
学
、
分
析
系
の
感
情
哲
学
を
横
断
す
る
「
情
動
」
論
の
思
潮

を
検
討
し
て
い
る
。
第
2
章
で
は
、
リ
サ
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
が
英
米
圏
の
「
情
動
」
論
と
そ
の
将
来
的
展
望
を
論
じ
、
そ
れ
と
照
応
す
る

形
で
、
第
3
章
に
お
い
て
、
柿
並
が
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
お
け
る
「
情
動
論
的
転
回
」
以
後
の
論
者
の
見
解
を
解
説
し
て
い
る
。
さ
ら

に
第
4
章
で
は
、
遠
藤
が
フ
ロ
イ
ト
精
神
分
析
に
お
け
る
「
情
動
」
の
特
異
な
扱
い
に
つ
い
て
、
意
味
論
（
質
）
と
経
済
論
（
量
）
の
齟

齬
と
い
う
観
点
か
ら
照
準
す
る
。

　
第
Ⅱ
部
「
多
元
的
「
情
動
」
論
の
現
在
」
で
は
、
第
5
章
で
難
波
が
映
像
「
情
動
」
論
と
し
て
初
期
映
画
の
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
か

ら
近
年
の
モ
バ
イ
ル
・
テ
レ
フ
ォ
ニ
ー
に
至
る
「
情
動
論
的
転
回
」
を
論
じ
、
第
6
章
で
は
野
澤
が
、
A
S
M
R
動
画
を
め
ぐ
っ
て
、
親

密
な
声
を
媒
介
と
し
た
「
接
触
」
と
「
交
感
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
「
導
体
」
と
い
う
概
念
装
置
か
ら
接
近
す
る
。
一
方
で
、
第

7
章
で
は
向
江
が
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
動
す
る
「
快
」「
不
快
」
と
い
っ
た
先
進
的
な
「
情
動
」
論
を
紹
介
し
、

第
8
章
で
は
日
髙
が
、
感
覚
の
分
断
か
ら
全
体
の
統
合
へ
と
向
か
う
多
感
覚
性
と
ク
ロ
ス
モ
ー
ダ
ル
現
象
に
着
眼
し
な
が
ら
、
未
来
派
と

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
が
前
衛
的
に
取
り
入
れ
た
五
感
と
「
情
動
」
と
の
結
び
つ
き
を
議
論
し
て
い
る
。
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第
Ⅲ
部
「「
情
動
」
の
実
践
論
」
に
お
い
て
は
、
第
9
章
で
河
野
が
男
性
性
と
情
動
と
い
う
観
点
か
ら
、
ロ
ゴ
ス
中
心
主
義
、
あ
る
い

は
フ
ァ
ロ
ス
中
心
主
義
か
ら
放
逐
さ
れ
て
き
た
「
問
題
と
し
て
の
男
性
性
」
を
照
射
す
る
。
そ
し
て
、
第
10
章
で
は
飯
田
が
「
感
染
す
る

情
動
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
喚
起
し
た
情
動
の
バ
イ
オ
／
ネ
ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
描
き

だ
す
。
第
Ⅲ
部
の
後
半
で
は
、
発
達
心
理
学
、
認
知
心
理
学
に
お
け
る
「
情
動
」
論
を
紹
介
す
る
。
第
11
章
で
は
深
津
が
乳
幼
児
の
「
罪

悪
感
」
に
注
目
し
つ
つ
、
発
達
心
理
学
に
お
け
る
「
情
動
」
理
論
の
変
遷
を
た
ど
り
、
第
12
章
で
は
木
村
が
脳
と
身
体
の
相
互
作
用
と
い

う
認
知
科
学
的
観
点
を
も
と
に
、「
情
動
」
の
生
物
学
的
基
盤
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
に
お
い
て
、
従
来
の
枠
組
み
で
は
と
ら
え
き
れ
な
か
っ
た
現
象
を
、「
情
動
」
に
基
礎
づ
け

ら
れ
た
語
り
に
よ
っ
て
批
判
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
動
向
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
学
際
的
か
つ
多
元
的
な
動
向
を
マ
ッ
ピ

ン
グ
し
、
多
彩
な
議
論
が
並
び
立
つ
よ
う
な
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
開
拓
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
上
記
の
各
章
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、「
情
動
」
が
、
従
来
の
学
問
の
図
式
を
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
て
い
る
の
か
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
前
線
の
動
向
を
追
っ

て
い
こ
う
。

注�（
1
）　

イ
ヴ
・
コ
ソ
フ
ス
キ
ー
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
（2022

）『
タ
ッ
チ
ン

グ
・
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

―
情
動
・
教
育
学
・
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ

テ
ィ
』
岸
ま
ど
か
訳
、
小
鳥
遊
書
房
。

（
2
）　

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
に
お
け
る
「
反
視
覚
中
心
主
義
」
を
問

う
著
作
と
し
て
下
記
を
参
照
。M

artin Jay 

（1993

） Dow
ncast Eyes: 

the D
enigration of V

ision inTw
entieth-C

entury French Thought, U
ni -

versity of C
alifornia P

ress. 

同
書
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
応
答
と
し
て
、

「
間
―

文
化
性
」
な
視
覚
体
制
を
検
討
す
る
下
記
の
文
献
も
提
出
さ

れ
て
い
る
。
加
國
尚
志
・
亀
井
大
輔
編
（2023

）『
視
覚
と
間
文
化

性
』
法
政
大
学
出
版
局
。

（
3
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Jonathan C
rary 

（1990

） Techniques of the O
bserver: O

n V
ision 

and M
odernity in the N
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entury. C

am
bridge, M

A
.

（
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
（2005

）『
観
察
者
の
系
譜

―
視
覚
空
間
の

変
容
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』
遠
藤
知
己
訳
、
以
文
社
。）

（
4
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D
avid H

ow
es （2003

） Sensual R
elations: E

ngaging the S
enses in 

C
ulture and S

ocial Theory, U
niversity of M

ichigan P
ress.
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終
章
に
代
え
て

柿
並
良
佑

　
こ
の
論
集
の
起
源
を
仮
に
定
め
る
と
す
る
な
ら
、
二
〇
二
〇
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
表
象
文
化
論
学
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、「「
情
動
」
論
の
現
在

―
そ
の
多
元
的
前
線
」
が
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
書
の
寄
稿
者
で
も
あ
る
遠
藤
・
難
波
・
向

江
・
飯
田
が
順
に
発
表
し
、
柿
並
が
司
会
の
任
に
あ
っ
た
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
少
な
か
ら
ぬ
聴
衆
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
寄
せ
ら
れ

た
質
問
は
今
日
の
情
動
を
め
ぐ
る
関
心
の
所
在
を
探
る
契
機
と
な
っ
）

1
（た

。

　
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
一
夜
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
始
す
る
の
は
珍
し
く
な
い
が
、
我
々
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
合
に
は
こ
れ
に

勢
い
を
得
て
研
究
会
を
組
織
・
継
続
し
、
曲
が
り
な
り
に
も
一
つ
の
論
集
と
い
う
形
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
編
者
が
寄
稿
者
へ
の
礼
を
記
す
こ
と
は
異
例
に
も
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
参

加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
諸
氏
に
、
さ
ら
に
は
公
開
で
の
研
究
会
に
参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
捧
げ
た
）
2
（い
。

　
本
論
集
を
こ
こ
ま
で
読
み
進
ま
れ
た
読
者
に
対
し
、
編
者
が
さ
ら
に
何
か
を
述
べ
て
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
は
不
要
に
思
わ
れ
る
。
第
Ⅰ

部
の
理
論
編
・
第
Ⅱ
部
の
応
用
編
・
第
Ⅲ
部
の
実
践
編
と
焦
点
を
変
え
な
が
ら
、
論
者
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は
各
章
で
存
分
に
取
り
組
ま
れ
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